Reference Review 58-2 号の研究動向・全分野から by 小林 伸生

























































































齢者向け市場、④エコ住宅の 4 分野を、今 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
後の有望な新産業としてあげている。そし
て、それらを育成していくために、海外経
済の高成長から得た利益の国内還流を促進
する「攻めの空洞化対策」や、公債発行や
増税に頼らず公的支援を行うための方策と
して「公的事業・資産の戦略的スクラップ
＆ビルド」を提言している。 
 上記のように、新時代の産業活動のあり
方に関しては様々な角度から議論がなされ
ているが、共通項も見出せる。すなわち、
産業・経済活動のグローバル化は基本的に
不可逆的な趨勢であり、わが国も積極的な
対応に活路を見出す必要があるという点で
は、概ね一致している。産業構造の調整過
程においてはしばしば痛みを伴うが、負の
インパクトを最小化するためにも、企業の
積極的な新事業への挑戦や、新規参入が活
発に行われる環境整備が求められよう。そ
うした「挑戦的な企業風土の構築」が、新
時代に対応した産業構造の形成に寄与する
のである。様々な制約条件に手足を縛られ
た日本の産業および産業政策が、今次の危
機をばねにして、斬新な発想に基づき新た
な地平を切り開くことを期待する。 
